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Report of Inquiry on Anhua Tea Production in 1917
Dagongbao大公報 (News for Great Public) from 
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MATSUURA Akira
 It is a common knowledge that Chinese tea which had started to prevail among 
China since the Tang dynasty downward had given great infl uences upon eating and 
drinking culture all over the world.  Various tactics had been tried for cultivation of 
tea trees and production of tea leaves within China, which results in different 
production methods for Six Great Teas; Lü Cha(Green Tea), Hong Chag(Red Tea), 
Qing Cha(Blue Tea), Bai Cha(White Tea), Huang Cha(Yellow Tea) and Hei 
Cha(Black tea).  Green Tea is not fermented, Red Tea is fermented and Blue Tea 
which is represented by famous Wulongcha is half fermented, while White and 
Yellow Teas are lightly fermented which is also known as Later Fermented Tea.  In 
this way, tea has obtained rich variation.  In early days, tea trees were planted 
amongst the lands south of the Yangzi River and it had been considered to be 
diffi cult to cultivate them north of that river.  Yet, as shown by the recent fact that 
Laoshan (䒫山) in Qingdao青島 of Shandong Province, where is located north of 
Yangzi River, had succeeded in producing Green Tea, a range of areas in China carry 
out various different methods for Tea production.  One of the representatives for 
such Tea Leaves production and processing is Anhua（安化）Tea in Hunan 
Province.  The inquiry records from its planting to production and processing had 
been carried in Dagong Bao（大公報 ; News for Great Public）of 1910’s published 
in Changsha.  This is the reprint of the record. 
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2Ⅰ　緒言
　唐代の陸羽が『茶経』巻上、一之源において「茶者、南方之嘉木也」と記したように、中国
では茶が唐代以降、広く知られるようになり全土に普及し、世界の国々の飲食文化に大きな影
響を与えたことは周知の事実である。1）とりわけ中国茶葉の産地は長江流域以南を中心に広く拡
大していった。そして中国国内でも茶樹栽培や茶葉加工において様々な工夫が施され、現在で
はその製茶法は、緑茶、紅茶、青茶、白茶、黄茶、黒茶の六大茶として分類されている。緑茶
は不発酵茶であり、紅茶は発酵茶、青茶葉は烏龍茶に代表される半発酵茶で、白茶と黄茶は軽
発酵茶で、後発酵茶2）とされるように豊富な種類が生まれた。古くは、茶樹は長江以南の地で
植えられ、長江以北では困難とされていたが、近年では長江以北の山東省の青島付近の嶗山
（Laoshan）でも生産された緑茶も生まれているように中国では各地で様々な製茶が行われてい
る。
　その中国茶の代表的な産地として知られている地の一つに湖南省がある。清代において湖南
省は「湖南為産稲之郷」3） と呼称されたように、最大の米穀の産地として知られていた。米穀に
劣らず、茶葉の産地としても著名であった。
　1930年代の湖南省の調査によれば、75縣の内で茶を産出する縣は33縣を占め、茶樹の栽培面
積は1,023,925畝とされ、最大の縣は永順縣で300,000畝を占めていた。4）
　湖南茶の産業史の面からの考察は、重田徳に大きな業績がある。「清末における湖南茶の新展
開―中国近代産業史のための断章―」5）と「清末における湖南茶の生産構造―五港海港以後を中
心としてー」6）とである。前者は宋代以来の湖南茶の生産状況を明らかにし、明末清初のころに
は湖南茶が西北辺境地域などへ販路を拡大していたが、清代には廣東商人によって湖南茶がヨ
ーロッパに輸出されるようになったことを明らかにした。さらに後者では、その湖南茶がアヘ
ン戦争以降においてヨーロッパ市場においてさらに注目され、茶葉の増産を余儀なくされ、湖
南省における茶業にも大きな影響を与えたことを解析している。
 1） William H.UKERS, “ALL ABOUT TEA” , New York The Tea and Coffee Trade Journal Company, 1935,  Martino 
Publishing, 2007.
 2） 布目潮風『中国茶の文化史　固形茶から葉茶へ』研文出帆、2001年 6月、137～142頁。
 3） 光緒『湖南通志』巻六十、食貨六、物産一、按語。光緒『湖南通志』第三冊、台北・華文書局、1967年
12月、1422頁。
 4） 民国・朱羲農、朱保訓編纂『湖南実業志』①、湖南人民出版社、2008年 1月、579頁。
 5） 重田徳『清代社会経済史研究』岩波書店、1975年10月、207～238頁。
 6） 重田徳『清代社会経済史研究』238～294頁。
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　その湖南茶を代表する産地の一つに安化県がある。安化県の茶業の状況を茶の植樹から生産
加工について調査した記録が、1910年代の長沙において刊行されていた新聞の『大公報』に掲
載されている。そこでその記録をまとめここに翻刻するものである。
Ⅱ　湖南省の茶葉生産
　湖南の茶葉は、古く五代の後梁の時代には「貢茶二十五萬斤」7）と記録されるように、後梁王
朝時代には茶を25万斤も朝廷に上納していたことからも明らかなように10世紀には相当な産量
を誇っていたとみられる。
　明代の嘉靖『長沙府志』8）巻三、食貨紀に、
雜貨之品曰茶　湘潭、益陽、安化出香味、不及六安・紹興諸所産者、或製之、不得其法典。
とあるように、明代の長沙では湘潭、益陽、安化が茶の産地として知られていたが、しかし安
徽の六安や紹興などの産地のものに比べ劣っていたようで、それらと同等な品質になるには製
法方法が劣っていたと見られた。
　しかし、同書には、
貢　歳進茶芽六十二斤、安化二十二斤、益陽二十斤、寧郷二十斤。
とあり、朝廷への進貢の茶芽が安化と益陽と寧郷の物であった。僅かであるが安化が他の二縣
より多かった。
　嘉靖『湖廣通志』9）巻十五に長沙府の記述が見られる。山川について記された安化の条に、
資江　源出五渓蠻中、又一源出資州合流、至邵州經邵陽・新化並經本縣東平資江兩郷即邵
河也。出益陽縣流入洞庭。
と、安化縣を横断する資江は、上流の五渓蠻から流れ安化を横断して下流の益陽縣も通って洞
庭湖に流入していた。
　同書の田賦の安化の項には、先の『長沙府志』と同様に、「芽茶二十五斤」とある。
　乾隆『長沙府志』巻七、賦役志、長沙府の雑税によると、
茶引　府属其派茶引壹百零伍道、先年毎引、壹道征銀壹兩。康煕十九年奉文遵照陝西例、
毎道加貳兩玖銭、舊額並新増征銀参兩玖銭、通其征銀肆百玖兩伍銭。後復奉文毎茶引壹道、
征銀壹兩。其征銀壹百伍兩、分派産茶、各属惟長沙・醴陵・寧郷・茶陵・湘郷無征解。10）
 7） 司馬光撰『資治通鑑』巻二百六、梁紀一。
 8） 嘉靖『長沙府志』、台湾国家図書館所蔵の影印本（図書番号：672.69/102.1/674）に依拠した。
 9） 嘉靖『湖廣通志』、台湾国家図書館所蔵の影印本（図書番号：672.51/667）に依拠した。
10） 中国方志叢書、華中地方、第299号、成文出版社、1976年。
4とあり、茶税に関する「茶引」の数量が見られる。茶引は政府から茶商に下付される売買免許
に相当するもので、下付された茶商はそれに対して公課としての税金が徴収された。ここでは
その税額が記されているのである。長沙府の茶引の総数は105道あった。そして茶引一道ごとに
銀一両の税金が徴収されたのである。それが康熙十九年（1680）に陝西省の事例に依拠して二
両九銭が加算され、これ以降は一道が三両九銭となった。その後にその加算が廃止され一両に
戻された。特に長沙府各縣の茶引の額について各縣の雑税の記述から見ると次のようであった。
善化縣　「茶引　額共参道、征銀参兩」11）
湘陰縣　「茶引　額共壹拾道、征銀壹拾兩」12）
湘潭縣　「茶引　額共柒道、征銀柒兩」13）
安化縣　「茶引　額共陸拾道、征銀陸拾兩」14）
とあるように、長沙府郭の善化縣が 3道、長沙府の北の洞庭湖に近い湘陰縣が11道、長沙府南
の湘潭縣が 7道、そして西の安化縣が60道であり、長沙府の総額105道のなかで最大の茶引を占
めていたのが安化縣の60道であった。この数字からも安化縣の茶生産量が極めて多量であった
ことが類推される。
　その安化縣産の茶葉について乾隆『長沙府志』巻三十六、物産志、木之属には次のように記
している。
茶　安化産者、隹今官買入貢。15）
とあり、安化産の茶葉は朝廷への献上品とされるほどに品質の高いものと見られていた。安化
縣は長沙府では最西部に位置し、安化縣から200kmほど西北では四川省の最東部に至ることが
出来た。そのためか嘉慶『安化縣志』16）巻十八、災異、国朝によれば、
［康煕］丙戌、大旱、民乏食、多徙川。
［康煕］丙子、夏大飢、民乏食、多徙川。
とあるように、長沙府の西北に位置し、比較的に四川省に近いことから、災害があって食料が
乏しくなると人々の多くは四川省に移住したことが知られ、四川省との関係が深い土地柄であ
ることがわかる。
11） 光緒『湖南通志』第三冊、176頁。
12） 光緒『湖南通志』第三冊、182頁。
13） 光緒『湖南通志』第三冊、196頁。
14） 光緒『湖南通志』第三冊、214頁。
15） 光緒『湖南通志』第三冊、987頁。
16） 嘉慶『安化縣志』、上海図書館所蔵本（図書番号：線普長361974-82）9冊本。
によった。以下同じ。
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　安化縣の物産に関して、嘉慶『安化縣志』巻四、物産に、
至於茶芽為湖南上品、甲於他邑、多北路及西北路之外、東南二路則不産焉。額有貢茶、往
例進京賷名色、皆當年里逓出。
とあるように、安化縣を分断して流れる資江の北側の地域では上質の茶葉が栽培されていた。
　さらに、同書に、
安邑固多山澤之利、如茶棉杉竹之類、民所資生不小矣。
とあり、安化縣の土地柄、茶葉や棉花の栽培、さらには杉材、竹材などの産出が顕著であった
とされる。この最大の産額を誇る茶葉が商品作物として安化以外から注目を浴びていた。
　嘉慶『安化縣志』巻十一、風俗、商賈によれば、
安邑民樸、所需者日用之常資、故富商大賈不出。其間然。亦唯常豊縣治、舟楫不通、一切
貨物、取給湘潭・益楊、離縣三十里、始下小河、不免搬運之苦、如仙渓・山口・大虎坪・
藍田橋・河頭数處、可通小舟者、亦多遠客、騈集至于後郷、長江・大河、上通寶慶、下通
資江、各都産茶最多、遠招引客、其間棕桐竹木烏梅山茶等項、雖遇歳歉、産戸有資、商賈
獲利、所謂金木水火土、倶齊者歟。
とある。安邑の人々は純朴で日用の必需品はほぼ自給できたことから大商人が排出しないと言
われた。しかし資江の水運が重要な物資の流通を担っていた。洞庭湖に流入する資江は、上流
は宝慶府に至るが、この安化縣の地を流れる間の資江の流域が最大の茶樹の産地であり、各地
からの商人を引きつけていたのである。1920年代においても資江の流域には一日に200隻もの民
船の航行が見られた。17）
　光緒『湖南通志』巻六十、食貨志四、物産一、長沙府に、
安化縣出茶
陝甘兩省茶商領引、采辦官茶、毎年不下数千百萬斤、皆於安化縣采辨、以供官民之用。
安化三郷、偏種茶樹、則仗茶商赴買向因等頭銀色先売、後売多所争執。18）
とある。光緒年間においても安化からの官茶は数千万斤にも達していたとされている。
　上海の『新聞報』第430号、1894年（光緒二十）4月30日付の「茶莊計數」によれば、
漢口本届茶市開辦、在即茲將各埠茶莊總數探列於下、計安化四十九莊、内口莊十二、桃源
七、湘潭・永豊・藍田合十二、長壽十六、瀏楊・普蹟六、灃陵六、高橋三十、平江八、雲
渓十八、港五、聶市十八、羊樓司五、羊樓峒四十九、内口莊六、崇陽十三、通山・咸寧・
17） 松浦章『清代内河水運史の研究』関西大学出版部、2009年 2月、209頁。
18） 光緒『湖南通志』第三冊、1428頁。
6潙山三、宜昌一、以上爲兩湖茶共得二百六十八莊。（中略）甲午年各埠茶莊之總數也。（下
略）
とあり、1894年 4月下旬に漢口において光緒甲午、二十年の茶市が開始されている。この漢口
の茶市に搬入された茶葉は、両湖すなわち湖北・湖南両省内の茶莊すなわち茶問屋から集荷さ
れたものであった。両湖の茶莊には当時268荘があった。この内、安化の茶荘は羊樓峒（湖北省
武昌府蒲圻縣）とともに49荘と同数で、両省内では最大数で約18.3%を占めていた。この両者
に次ぐのが高橋（湖北省武昌府咸寧縣）の30荘で、この 3地の茶荘数のみで全体のほぼ半数を
占めていたことがわかる。その意味でも安化は、茶荘の数でも群を抜いていたと同時に茶葉の
生産数でも他を圧倒していたことがわかる。
　1915年（大正 5 ）の調査によれば、
湖南茶は支那産茶中古より其品質の佳良を以て知られ、唐朝に於て毎年湖南茶を時の皇帝
に献納したりと云ひ、又岳州の対岸なる君山の緑茶は清末に至る迄御用茶として名茶の聞
へ高かりしなり。漢口茶と稱して欧米市場に名を得たるものの大部分は実に本省の産なり。
而して漢口輸出総額の中湖南の茶最も多く、其約三分の一を占め、湖北・安徽・江西の諸
茶を合して約三分の二を占むるのみ。19）
とあり、湖南茶の生産量の多さを記している。さらに、1914年（大正 3年）の調査では湖南省
各縣の産額をまとめ、最大が安化縣であり、
安化縣　青茶、紅茶、黒茶、黄茶、花香　　17,000,000斤20）
とある。それに次ぐのが臨湘縣の15,000,000斤21）であることから、安化縣の産額が如何に多く、
突出していたことがわかる。
　同調査に、「各山内及各産地附近の市場に於ける茶荘數」が見え、各地の茶荘數を列記し、そ
れによると以下のようである。
茶産地名　　光緒34年　　宣統元年　　民国 3年度
安　化　　　48家　　　　54家　　　　66家
長壽南　　　20　　　　　17　　　　　22
白荊橋　　　28　　　　　23　　　　　26
湘　潭　　　21　　　　　30　　　　　28
永豊司　　　21　　　　　17　　　　　18
19） 『支那省別全誌　第10巻、湖南省』東亞同文会、1918年11月、554頁。
20） 同書、555頁。
21） 同書、558頁。
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醴　陵　　　 4　　　　　 4　　　　　 6
桃　源　　　 3　　　　　 3　　　　　 4
聶家市　　　28　　　　　23　　　　　25
高　橋　　　27　　　　　30　　　　　28
湘　陰　　　21　　　　　17　　　　　20
劉　陽　　　13　　　　　 9　　　　　 9
偽　山　　　 1　　　　　 1　　　　　 1  22）
とあるように、茶荘の数でも安化縣が突出していたことがわかる。
　その安化における茶業の状況について次のように見られる。
安化縣に於ける茶は東坪を以て第一とす。東坪には製茶業者十八家あり。四月より七月の
間製茶時期には一家五、六百人より千二、三百人の人夫を使用し製茶に従事す。而して其
人夫は遠く安化、桃源等遠距離の地方より来ると云う。尚此の附近の茶店を見るに東坪十
八家、 口七家、黄沙坪十七家、酉州十七家にして、茶の産出額より見れば、東坪を第一
とし、第二黄沙坪、第三酉州、第四 口、第五江南、第六小淹の順序とす。東坪に於ける
年産額約二十萬箱と稱せられ、而して此等諸地方より漢口に輸出せらるる茶の小淹釐金局
を通過するもの毎年一千二、三百萬擔に達すと云ふ。23）
とある。安化の中でも代表的な茶葉の生産地が西北部にあり資江流域の北側に位置する東坪で
あった。東坪には製茶業者が18家あり、繁忙期には各製茶業が500～1,300人もの作業員を使っ
ていたようで、臨時的には9,000～23,000名もの人が製茶作業に従事する盛況が見られたのであ
る。
　そしてこの安化地方において生産される茶は、
此地方産茶は大部分紅茶にして、良否に従ひ寶珍、賽珍、安山、頂盤等二十數種に分つ。
尚此等の名称は家に由り種種の名称を用ゆ。24）
とあり、安化地方で生産される茶葉は主に紅茶に加工され、その品名はランクによって寶珍、
賽珍、安山、頂盤などの20数種類に分けられていた。
　湖南茶の市場における地位に関して、上海において創刊され間もない『時報』第49号、1904
年 7月30日、光緒三十年六月十八日に「漢口茶業調査案」として次の記事が述べている。
茶為中國之無上産、漢口為中國之大中心、則茶與漢口之關係、是當天下人所共樂聞者、漢
22） 同書、559～560頁。
23） 同書、562頁。
24） 同書、562頁。
8口雖非茶之産出地、而實茶之大市場也。江西之寍州、安徽之祁門、湖北之羊婁峒、湖南之
安化、皆茶之大出産地、而以漢口爲發賣之門戸者也。毎逢茶節、江舟兗兗、商賣濟濟、問
其何事、莫不曰載茶、問其何往、莫不曰到漢口、則漢口者實江西・安徽・湖北四省、茶之
中央貿易場、可異辭而漢口有所謂茶棧者林立雲集、茶之屯集所、今就茶棧、而調査則各産
出地、毎年輸入於漢口之茶、其大數如左。
とあるように、湖南や湖北、そして江西や安徽省において生産された茶の大部分もしくは一部
が、長江の中流にある大市場の漢口に集荷されていた。とりわけ江西の寍州や安徽の祁門そし
て湖北の羊婁峒と湖南の安化の茶が漢口市場では重要な茶葉となっていた。これら湖南、湖北、
江西、安徽の茶葉生産量に関して、同紙は次のように記している。
湖南省　湖南茶産之首位、爲安化及桃源、安化二十萬零八千二百五十箱、桃源一萬四千三
百五十二箱。其次爲長沙・平江、長沙二萬三千六百四十一箱、平江二萬九千四百七十箱。
其三爲高橋、三萬零百十四箱。其四爲聶市三萬八千七百十二箱。雲渓二萬八千九百箱。其
五爲湘潭四萬零二百四十箱。瀏陽・醴陵大約二萬六千箱。要之湘南多紅茶、毎年入於漢口
之數、大要如此。至其價格則首位之上等一箱（五十斤）四十二兩、下等一箱十九兩内外、
其次者上等二十六兩、下等十九兩内外。其三者上等二十二兩、下等十七兩内外、其四者上
湖南省中西部図
（『支那省別全誌　第10巻、湖南省』1918年付図）
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等十八兩、下等十兩内外、其五者上等十兩、下等九兩内外、一言以蔽之、湘南茶之價値、
在四十二、三兩與八九兩之間。
湖北省　羊婁峒三萬七千二百五十箱、崇陽三萬三千一百九十箱、咸寧一萬四千八百八十四
箱、通山九千五百十二箱、宜昌一萬十四箱、是湖北毎年輸入于漢口之數、要其價格、上等
二十八、九兩、下等八、九兩。
とあり、さらに続いて『時報』第53号、1904年 8月 3日、光緒三十年六月二十二日付の「漢口
茶業調査案（續十八日）には、江西、安徽の生産状況を掲載している。
江西安徽兩省　此兩省之茶當首推江西之寧州及兩省交界之祁門、前者年入六、七萬箱、後
者五萬箱、其價値總出入于六十三兩與二十四兩、六十九兩與三十二兩之間、爲漢口第一等
茶之代表也。其他江西之武寧有二萬餘箱、九江有二萬餘箱、河口約有一萬餘箱、各照年輸
入漢口。
とある。そして続いてこれら四省の茶葉の品質等について
由上言之漢口之茶、江西之茶、味居第一、湖南之茶、數居第一、江西・安徽之價居第一、
而最下爲湖北。再上之所述者不過就其頭帮茶、而言至其各色茶之全數、猶不止此也。
とある。湖南茶が数量において他を圧していたのである。
　20世紀初頭の漢口市場に集荷された茶葉は、どの地域に搬出されていたかについては、同第
53号の記事に、
　第二　茶之輸出
推漢口茶業、隆盛之原、當頭一棒不外、俄羅斯何以故俄羅斯者茶之大顧客也。康煕・乾隆
間、俄人已購求中國之茶、以恰克圖爲茶之招待所、與漢口遙遙、相應江上江下之茶一輸入
1903-1904年当時湖南茶葉生産
地名 茶葉生産量
安化 208,250箱
桃源 14,354箱
長沙 23,641箱
平江 29,470箱
高橋 38,712箱
聶市 30,114箱
雲渓 28,900箱
湘潭 40,240箱
瀏陽・醴陵 26,000箱
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漢口、而漢口之茶棧、乃遡漢水取道峡甘、經過青蒙、而輸出至恰克圖年年若是、永無失時、
宜乎漢口之茶、欲不興旺而不可得也。據前年（西暦千九百二年）税關報告、由中國輸出之
茶、其全額共百五十一萬九千二百十一担、其由屋蝶厦輸入於俄國者、二十萬六千六百九十
九担、其由恰克圖輸入於俄國者、四十萬三千六百四十八担、其由□□□輸入俄國者、二十
七萬二千五百四十六担、共計八十八萬二千八百九十三担、其數不可謂不大矣。舉此大數之
輸出、全仰給於漢口、以此大輸出占全輸出數三分之二、則可察俄人與中國茶之關係也。
とあり、漢口に集荷された茶葉の大部分が俄羅斯すなわちロシアに向けて輸出されていたので
あった。
　この『時報』第49号の記事からも明らかなように、安化の茶葉生産量が湖南省のなかでも突
出していたことがわかる。
　この安化における茶業を調査した記事が長沙『大公報』1917年 2月より10月かけて「安化茶
業調査報告書」として連載された。
　長沙『大公報』は、1915年 9月 1日に創刊され、1927年 3月 2日に停刊し、1929年 5月21日
に復刊し、国民党の新聞となり、1947年12月31日に停刊となった新聞である。しかし残存状況
は多くなく、本稿では1917年 1月 1日から1927年 3月 1日までの分を57冊として人民出版社が
1980年に影印した『大公報』を使用した。
　この長沙『大公報』に掲載された湖南の茶業に関する関連する記事を含め掲載時期を表にす
れば以下のようになる。
　この掲載記事の煩雑を避けるため、資料 1「安化茶業調査報告書」、資料Ⅱ「湖南各縣茶業調
査報告書」とし、他の記事は資料Ⅲ「湖南茶業関係記事」としてまとめて付した。
　資料Ⅰ「安化茶業調査報告書」は、湖南の有数の茶葉の産地である安化縣の茶業の状況を記
している。調査された時期は明記されていないが、『大公報』第711号の「丙属於經濟者」の記
事中の「二 茶之消路、及近年狀況」、「三　近年之茶價」に「民國四年･･･五年、･･･本年」、同
712号の「七　茶商之利益」、「八　茶商之増加」の記事にも「民國四年･･･五年、･･･本年」と
あることから、民国四年（1915）、五年（1916）の調査が含まれて本年は民国六年即ち1917で
あることがわかる。
　このことからこの「安化茶業調査報告書」は1915年、1916年の内容を含め、『大公報』に掲載
された1917年 8月中に比較的近い時期に調査されたものであることがわかる。
　内容は安化の茶商の状況から始まり、茶樹の栽培、茶樹の製造者、茶葉加工とりわけ安化を
代表する黒茶、紅茶の製造方法や製造用具、収穫方法、販路、製造経費、製造者である茶戸の
問題など多岐にわたる。安化茶葉の一般的状況について『大公報』第763号（1917年10月11日）
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長沙『大広報』掲載の茶業関係記事
『大公報』
号数 掲載年月日 記事名
537 1917年 2 月27日 茶市貿易之停滯
679 1917年 7 月19日 各縣產茶情形彙誌
690 1917年 7 月30日 本年茶葉之悲觀
704 1917年 8 月13日 省長令安化知事整頓茶業
704 1917年 8 月13日 安化茶業調查報告書
705 1917年 8 月14日 安化茶業調查報告書（續）
706 1917年 8 月15日 安化茶業調查報告書（續）
　甲屬於種植者
707 1917年 8 月16日 安化茶業調查報告書（續）
　乙屬於製造者
708 1917年 8 月17日 安化茶業調查報告書（續）
709 1917年 8 月18日 安化茶業調查報告書（續）
710 1917年 8 月19日 安化茶業調查報告書（續）
711 1917年 8 月20日 安化茶業調查報告書（續）
　丙屬於經濟者
712 1917年 8 月21日 安化茶業調查報告書（續）
713 1917年 8 月22日 安化茶業調查報告書（續）
714 1917年 8 月23日 安化茶業調查報告書（續）
715 1917年 8 月24日 安化茶業調查報告書（續）
716 1917年 8 月25日 安化茶業調查報告書（續）
717 1917年 8 月26日 安化茶業調查報告書（續）
718 1917年 8 月27日 安化茶業調查報告書（續）
748 1917年 9 月26日 湖南各縣茶業調查報告 
　湘陰縣署茶業調查報告
749 1917年 9 月27日 湖南各縣茶業調查報告續
　臨武縣署茶業調查報告
　汝城縣署茶業調查報告
　新甯縣署茶業調查報告
750 1917年 9 月28日 湖南各縣茶業調查報告續
　綏寧縣茶業調查報告
751 1917年 9 月29日 湖南各縣茶業調查報告續
　宜章縣茶業調查報告
　湘縣署茶業調査報告
752 1917年 9 月30日 湖南各縣茶業調查報告續
岳陽縣茶業調查報告
753 1917年10月 1 日 湖南各縣茶業調查報告續
　郴縣署茶業調查報告
　常甯縣署茶業調查報告
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の「安化縣署茶業調査報告」の「銷塲」において、
安化祉有紅黑・茶兩種、而兩種之分、在於製造之異、其茶葉原質毫無區別、產茶之戶、約
八千之屬、有二千戶兼作黑茶者、紅茶出口、以箱額計算、每箱重五十斤、黑茶以捲數計算、
每捲重六十四斤。紅茶銷之外洋、黑茶銷之內地山西・新疆・甘肅各省。
と記している。
　安化を代表するのは黒茶と紅茶であって、その相違は製造方法にあり、茶葉に区別は無く、
紅茶は海外に輸出され、黒茶は主に中国内の山西省や新疆省や甘粛省などに販出されていたと
ある。しかし安化茶業報告はさらに詳しく、『大公報』第711号（1917年 8月20日）に、
二 茶之消路、及近年狀況　紅茶運至漢口、售與洋商、或轉運廣東。黑茶則由漢口分運廣
東・陝西・甘肅等省。花香銷路同紅茶、梗子銷路同黑茶、輸額逐年減少。民國四年、春茶
十八萬箱、仔茶十七萬二千箱、花香五百萬斤。五年僅春茶十五萬二千箱、花香三百萬斤。
本年春茶十一萬箱、花香一百餘萬斤。
とあり、安化の紅茶の主要な販路は漢口に運ばれ漢口に渡来する外国商人を通じて海外に販出
されるか、また廣東に運ばれ海外に輸出された。これに対して黒茶は漢口から陝西、甘粛方面
へまた廣東へ販出されていた。
　光緒十九年（1892）から民国 6年（1917）の24年間に、漢口から輸出された湖北、湖南の紅
茶は441,192噸にのぼり、湖南茶は87％を占めていた。その後光緒二十年に湖南の紅茶は70万箱
『大公報』
号数 掲載年月日 記事名
754 1917年10月 2 日 湖南各縣茶業調查報告續
石門縣署茶業調查報告
大庸縣署茶業調查報告
755 1917年10月 3 日 湖南各縣茶業調查報告續
　醴陵縣署茶業調查報告
760 1917年10月 8 日 湖南各縣茶業調查報告續
　永綏縣署茶業調查報告
　乾城縣署茶業調查報告
761 1917年10月 9 日 湖南各縣茶業調查報告續
763 1917年10月11日 湖南各縣茶業調查報告續
　安化縣署茶業調査報告
　武岡縣署茶業調查報告
　會同縣署茶業調查報告
　東安縣署茶業調查報告
780 1917年10月28日 省長調查湘茶出口總數
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を輸出して、21,168噸であったが、以後減少し民国 4年（1915）には46万箱、同 6年には37万
箱、同 7年に4,530箱そして民国10年には1,217箱と減少していったとされる。25）
　本資料は、湖南茶が紅茶市場で凋落していく時期のものである。その意味でも湖南安化に限
定はされているが、インド産や日本産の紅茶の擡頭の中で、伝統的な中国茶の産茶業が如何に
苦慮していたかが知られる貴重な記録と言えるであろう。
25） 湖南省地方志編纂委員会編『湖南省志第十四巻対外経済貿易志　対外貿易対外経済』湖南人民出版社、
1999年 7月、121頁。
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資料Ⅰ　安化茶業調查報告書
安化分前後二鄉重要茶市均在後鄉資水貫流於中輸運頗便茶市共計六相距六十里曰東坪橋口黃沙
坪　州江南小淹茶莊統記七十七東坪二十一橋口黃沙坪二十七硒州十八江南七小淹四內有五家兼
辦紅黑茶其餘概辦紅茶硒州另有一茶莊專辦黑茶前鄉茶市一市名藍田茶莊五各茶莊皆有子莊五六
分設產茶各地後鄉茶莊若正記寶泰祥聚興順生記昆記□生祥等係單獨立餘概屬合資湘人且多臨時
組織於茶業毫無經驗者甚夥故臨事孟浪多投機而少謹慎一遭失敗立行倒閉其箇人之損失雖徵於茶
業之阻礙實大非嚴加整頓萬難收國際競爭之效前鄉茶商亦然茲分列茶商缺點如左
一 無鉅資　每莊一二萬元至三四萬元
二 無自治力　明知弊端因奸商一二人弄弊從而效之
三 無公德心　茶入市互抬高價以相殘
四 無報從心　對於茶務及市政常起反抗
五 無儉樸風　出車人馬日事治遊
六 無經驗　多臨時組織
七 無智識　不知世界大勢（未完） （第704號 （4）403　1917年 8月13日）
八 無毅力　時設時閉
九 無道德　對於□務咸用欺詐手叚
十 無信用　數年前債務亦有不償
十一 多奸詐　凡事陽奉陰違
十二 不精求　製茶貪多而不良上知缺點為茶商大病概需改良整頓者茶戶亦以後鄉為多幾於
全農民皆是其缺點約分之如左
一 無團體　無農會無公所
二 無智識　圖目前不慮後
三 無整塊　數十株至半畝者居多
四 不保獲　任受病蟲旱寒諸害
五 不中耕　數年一耕或永不耕
六 不肥培　數年一肥培或永不肥培
七 不剪枝　任其自然生長
八 不補植　有損失全園之半任為空白之地
九 製造粗率　搓揉不精密醱酵不允足
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十 摘葉過度　多次採摘且傷老葉老枝上列缺點為一般茶戶之通病而需改良整頓者也俱
安化之茶其本縣僅產全額十之三由湘鄉桃源□浦沅陵益陽新化卲陽漢壽等縣購入者
十之七故茶戶之改良整頓必於湘鄉等縣亦須施同一之豐續始收良好之效果茲更就其
種植製造之　續□經濟意見四項述之（未完）（第705號 （4）413　1917年 8月14日）
　　甲屬於種植者
一 氣候　氣候溫和四圍皆山故不受寒暖風之影響而無劇急之變更山高處常被溼氣籠罩
二 土壤　土壤係砂質土壤表土輕鬆其混合之砂礫皆有角稜易於排水
三 □勢　山嶺重疊勢若山彙無礙大之平地傾斜度四十度至七十度高數千尺至數千丈
四 茶樹之種類　概為中國種
五 採種及其除貯藏法 採種以手在寒露節前堆□空氣流通之涇潤地用草類覆蓋農家用節氣故
仍之較為真確下同
六 下種方法　整碎土塊作畦勻布種子覆土雨水節前舉行
七 幼苗管理　極粗放旱時施稀薄人糞尿每歲拔草一二次三年後植移上二項係苗圃手續安化
少直接播種故本圃手續從關
八 幼苗價格　茶戶有培茶苗發售者□斤有一二株價約二百文
九 本圃整理　鋤鬆土壤深七八寸無畦不設保障
十 移植時期　雨水節間
十一 移植法　挖深廣容苗根之孔選苗之良者植入用土將孔填滿不施肥每株三四本並植一孔
株間距離三尺四方形其生活度約百分之九十由者圃直移本圃不行假植
十二 肥料種類及施用時間與回數肥料用桐油粕及人糞尿將桐油粕砑成拳大之塊中耕時埋入
根際人糞尿隨意施用有於摘葉前施者有於摘葉後施者
十三 中耕 仔茶採後即行中耕同時坪草於土中以深為美上二項係一般手續行者其少肥斜數年
一次或栽培後永不施肥中耕亦然茶樹被草類煙滅者數見不鮮有間作者則中耕亦較勤
十四 剪枝　無剪枝自然生長因摘葉之故株高尺許至二尺無一定形式有單株繖形匍匐等株 
（未完） （第706號 （4）423　1917年 8月15日）
十五 本圃保護　任受寒暑病蟲諸害雨水沖刷且不補植
十六 茶葉年寧　大約二三十年以枯死為度亦有於將枯死前刈去上部圖新芽生者刈部高約五
寸
十七 ○茶時期　春茶在穀雨後小滿前仔茶在芒種後小薯前禾花茶在立秋白露茶在白露
十八 ○葉法　左手持茶枝右手持若鍋鏟形紅茶刀鏟口八分黑茶刀剷口一寸餘
十九 ○茶次數　一年四次一次為春茶二次為仔茶三次為禾花茶四次為白露茶又之○茶時期
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多不及時採○□使葉芽長至五六寸後始行採○○時當及老葉並老枝又每歲之春茶仔茶一
定○取外三四次茶因商人收取與否為轉移
二十 ○葉年度　移轉苗三年後開摘直播苗五年後開○直至樹枯死止
二十一 每畝摘生葉量　因培植管理摘葉時期不同而難一定以培植得宜管理周到○葉時期計
算每畝○春茶百二三十斤仔茶百三四十斤
二十二 間作　茶山傾斜勤者於株間種玉蜀黍甘藷等種植上應行改良事項　茶戶對於茶業咸
取相放□義其改良重要之點有二一管理不周道夫士壤之生產力有限而茶戶之
○取無窮既不肥培又鮮中耕其生存者纖纖樹枝其死亡者復不補植以安化茶園現狀之生產
量比管理得宜者殆難及半數似宜剴切勸諭以中耕肥培補植之利引起茶戶管理中心思二
○葉過度安化氣候每歲以
○葉二次為適茶戶祇顧日前之利多次
○採以致茶樹捐耗太甚不能繁茂抵抗外感力亦弱如去歲茶樹被寒害凍死即為此因宜永禁
止三四次茶之採
○以蓄茶樹之勢力其他如傾斜之地使整成階段形設保障以免冲　之害剪枝□續宜漸次引
誘使合於經濟的茶園
○茶時期須有限制限制法以開始
○葉之期定最高之價逐日遞減至達限期一律停止買賣使茶戶無閉園待價之心而茶品質亦
得因之增高以上各項可使農會督促進行惟安化尚無鄉農會宜使即時成立運用專門人材實
力提倡則庶幾有振興之希望矣
　　以上○代摘字（未完） （第707號 （4）433　1917年 8月16日）
　　乙屬於製造者
一 黑茶製法　以生葉入炒鍋炒之用三齒木又攪拌至葉萎凋止取出堆積三合土或地板上用足
搓揉數分時間歛取薄舖焙爐竹簟上爐口燒木柴用手時時反轉迨半乾後復於原處搓揉使成
一定形□放置之次日乾燥販賣放置時老葉任意嫩葉必攤開否則有變色味之處
二 紅茶粗製法　將生葉薄鋪竹簟上曬日中俟葉萎凋即歛取至搓揉處搓揉手持木架用足向前
後搓揉俟葉汁充分揉出解塊行氣乾再斂取搓揉此時間消長用力亦大更解塊氣乾貯木桶中
醱酵覆棉衣類其時間不一以手入葉中覺溫為度醱酵界再路開其搓揉未精者此時再搓揉謂
之復腳復行二次醱酵然後乾躁販賣上敘製茶之手續係安化舊法近日則一搓揉一醱酵即行
乾燥故香味色澤均不如前
三 紅茶精製法　以粗製紅茶入焙為焙之焙乾原溼至八成倒出堆積之俟製時復人焙籠焙之以
手握茶葉發微音止提上樓以粗雨篩篩之并用手搓揉次用中雨篩次小雨篩次芽雨篩次鐵篩
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次生末端每一項篩其孔有大□數種故篩時用一項篩復行二次以上者謂之復　項篩又有平
篩團篩之分篩之次數因茶之精粗而不定粗者篩至生末中篩雨篩面之茶為一茶小雨　面為
二茶芽雨　面為三茶鐵　面茶為四茶與□末篩面之茶各分別次第裝箱中俟全工完畢後將
各茶同倒一處倒時下底為一茶次為二茶次三茶次四茶最上為生末篩面之茶每堆約百斥謂
之小堆各盛於袋負肩土在樓緣隨行隨倒於樓下屢屢行之謂之大堆攪拌均勻設其中有麻葉
黃葉以風車扇去有梗子用工人揀之復入焙籠焙火亦以握茶發聲為度此際之火過則焦苦不
足則香氣不強焙好包裝成箱生末　下之茶名花香另裝另□ （未完）
 （第708號 （4）433　1917年 8月17日）
四 花製造法　精製紅茶之碎末即名□香內有灰塵碎屑用風專扇盡以布袋成□粗製紅茶惡劣
不堪精製者亦製花香用焙籠焙乾堆地上以　擣之如法去夾雜不良物成包販運
五 茶梗製造法　精製紅茶及花香楝出之梗子用刀砍成一二分長裝籠中販運
六 山戶雨天製紅茶法　有二種一為陰乾法將葉撒布空氣流通之地板上陰乾俟萎凋踩踏如前
法一為火焙法即於製黑茶之焙爐上於竹簟面更鋪以布撤生葉時時反轉俟葉萎凋如法□　
其生火口須燒白炭不宜用柴□色澤香味均不於日光製造者
七 黑茶製造器具 
 （一）炒鍋以磚砌高二尺許之竈將鍋嵌入鍋免周開復以磚砌高尺許塗以石灰開口於牛火
口之相對方向以便用木又攪伴　
 （二）焙爐用磚在地平面上砌長一丈寛六尺高三尺之方爐其中掘同形等大深二尺之孔於
地面下午火口亦開口於地下面且附於爐之一側（在寛邊）有孔與爐通其爐面深五寸之
處支橫木三根橫木上鋪竹簟即焙茶所（三）木又前端有長五寸之齒三枚後端有長二尺
之衲
八 粗製紅茶器具　木桶竹簟竹箕木架等
九 精製紅茶器具
　（一） 焙籠係竹片製兩端大而中部小兩端直徑一尺五中部直徑一尺二高二尺餘底亦竹
製半球形可活動安□焙籠中部
　（二）○類粗雨
　　　　　　　  ○之孔有三四分五六分六七分數類次中雨
　　　　　　　  ○次茅雨
　　　　　　　  ○次鐵篩以生末
　　　　　　　  ○孔為最細各
　　　　　　　  ○亦有數類不相等之孔蓋
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　　　　　　　  ○之模樣無別其所命名亦因孔之大小而異無他項意義其他尚有風車簸箕等　
　　以上○代篩字 （未完）（第709號 （4）453　1917年 8月18日）
十 製茶割合　生葉十斤可成黑茶二斤半至二斤十二兩可成粗製紅茶二斤半粗紅茶十斤可成
精製紅茶七斤或八斤
十一 茶戶　茶莊習慣及製茶時熟語茶戶茶莊概布講求精良以製多為能事以粗率為敏捷又不
講清潔如穢足揉茶製茶處塵埃滿□是熟語則茶戶謂醱酵曰發汗搓茶曰□茶茶莊謂粗紅茶
曰毛茶精紅茶曰米茶一次焙曰大毛二次焙曰打足火包裝時焙火曰復火篩茶有一二三四茶
初中小雨芽之口語選梗子曰發揀堆積曰打堆
十二 機械製茶　數年前茶商慶生祥曾聘外人用機械製茶其所造之茶色味均不及土法之美而
箱額亦較的減少開辦三年虧資數萬刻已停辦無徒考究製造上應行改良事項　造製之改良
即禁止粗率是矣茶戶搓揉不充足醱酵足未適度即行乾燥色澤澀味由是不良茶莊焙火篩分
均欠周到外觀香氣因之惡劣推其因則茶戶趁高價販賣茶莊謀增多貨物故於此等惡習宜設
法禁止 （禁止法散見前後）且令其力求清潔至機　製茶刻尚未能茶戶無此能力且乏合資智
識而茶商則搬運生葉不便因茶園零星散布難收多量即用多人分處收買搬運需時茶未製已
先嚼□慶生祥用機　製茶而遭失敗蓋在此也故機　製茶須有大茶園否則於茶園較多之地
合資設立機　製茶廠然茶戶下愚非一二年所能及也（未完）
 （第710號 （4）463　1917年 8月19日）
丙屬於經濟者
一 收茶之方法　各茶莊分設子莊於各地收買遠方之茶又茶販子收買大宗茶葉上莊□售秤不
一價則八九九扣算此際經手人弄弊頗大茶戶茶商咸受其害
二 茶之消路及近年狀況　紅茶運至漢口售與洋商或轉運廣東黑茶則由漢口分運廣東陝西甘
肅等省花香銷路同紅茶梗子銷路同黑茶輸額逐年減少民國四年春茶十八萬箱仔茶十七萬
二千箱花香五百萬斤五年僅春茶十五萬二千箱花香三百萬斤本年春茶十一萬箱花香一百
餘萬斤以上雖有未運盡者然茶商概已停工增加不多仔茶收賣與否尚未決定不識若何上數
為資江流域總額藍田盛時萬餘箱今則不及萬數
三 近年之茶價　民國四年由價每碩約四十串售價每碩約四十兩五年山價每額約八十串售價
每碩約三十兩本年山價每碩約百餘串售價則尚未開盤黑茶山價紅茶之價而收十成之一二
售價因零賣無一定價格花香價買賣皆照紅茶價五六折梗子賣出照紅茶價三四折上所述大
概如此若本年收茶盛時價百餘串近則三四十串且有十餘串者故價格尚難精確（第711號 
（4）473　1917年 8月20日）
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四 工價　山戶摘茶工價每人每日約一串茶莊則包頭多月顧大頭包每月四五十串小　頭□月
二三十串其餘工人已做茶日數計算因手續高低而定價格每人每日約由一百至五百文不等
此外山戶尚有伙食神福等項摘盡便去雨日休息僅食伙食而無工價茶莊有來時盤費伙食神
福等項 （回時盤費歸包頭）如本年製茶日少工人入莊二月餘做工儘十餘日者甚多故山戶每
人每日約須一串三四百文茶莊每日每人約需八九百文五每人每日摘葉量　每人每日可摘
紅茶四十餘斤黑茶五十餘斤
六 招工法　山戶在通衢攔頃四方前來摘茶之人面議價格茶莊則自顧包頭或由行戶之薦再由
包頭招小包頭小包頭招集工人
七 茶商之利益　民國四年山價低而售價高茶商大獲利益五年山價驟高而售價反落紅茶商大
受損失兼辦紅黑二茶者亦未獲利本年山價更高而售價未定大約損失居多內中以湘人損失
最鉅廣西人次之
八 茶商之增加　民國四年湘幫三十六廣幫四西幫十二統計五十二家五年湘幫五十二廣幫五
西幫十七統計七十四家本年湘幫五十三家廣幫四西幫二十統計七十七家（上皆辦紅茶者茶
商年增箱額年減山價年高售價年落此其間誠大可思矣藍田無大變更
九 茶戶生活狀況　茶戶在數年以前最困苦近年山價漸高發呈大有豐收之概（未完）
 （第712號 （4）483　1917年 8月21日）
十 茶行　在資水流域共二十三家每串抽行用錢五十六七文放行戶樂高價而喜茶商多出箱額
茶商之失敗茶行頗有力焉亦有收賃金者
十一 採費　每茶一擔約須漢口銀十五兩之譜運費在內
十二 作偽情形　作偽法如以陳茶燒末搓末研梗茶果草木藥等混合茶中然商人取締頗嚴為弊
尚少惟潮茶為害最鉅本年因此弊而腐敗者達一二萬箱之多弄此弊者多為販子腳夫故須嚴
禁
十三 茶商團體　有一茶葉公所會於二年間報部立案但興利除弊未能實行商會於茶商利弊毫
不過問經濟上應行整頓專項　
茶之價格不一故經手人得以弄肥已之法奸商得行壟斷之私似宜劃一價格秤官用十六兩價
則照市價兌足不可折扣因茶戶多不精算法常受其欺茶箱額亦須限制多則受洋商舞弄茶行
宜一律取賃金不可抽行用更官責令茶葉公所商會派人調查茶務狀況銷路若何行售價若何
評定山價免致臨時毫無把握致招虧損且便對於商人弄弊設法懲治販十行偽設法取締無得
尸位素餐並宜令時常開會究其既往推其將來庶幾可立足於經濟競爭之世惟商人驕橫性成
恐非茶葉公所商務會諸人所能馭也丁意見
一 茶商之意見　竊謂振興商業首在團體然茶商之心理多渙散而不能同一推其原因由於各商
20
多臨時組織營業數月即行解散各懷苟安之心不圖久遠之計加以數省商人輻輳一地感情既
難聯絡意見亦復分歧與利則爾詐我虞除弊則陽奉陰違投機取巧互相猜忌圖一己之私利損
全體之公益買茶則爭先價擡高而貨多居製茶則守舊圖速成而不求精種種弊端言之難罄此
茶商之流弊也產戶則求價居□閉園不開直待茶葉粗老使行採摘製造粗率色味俱減平日既
不培植臨時肆意採摘枝幹既傷生葉自少且作種種鷹物圖私利而不顧公益以致安茶銷路日
形減少此產戶之流弊也夫商家之流弊本宜商人自治然公所已立規定亦定而蹈常習故迄不
能有一改革此無他積重難返耳兼之各抱營業目由之宗旨更無干涉之餘地各行其是互相背
馳而產戶茶商愈不相能蓋茶商係客幫產戶屬土著項有域畛之見難訂大同之規且利彼則損
此贏商則絀農故每一更張即物議百出阻力叢生前年長沙之茶葉總會即其前事是改良整頓
之法斷非商人之力所能及今蒙鈞署提倡茶業派委調查竊思改良安化茶市必官□商辦而後
□此辦之情形徵之眾意莫不贊同至督揆之法在產茶要起設立茶務監督塲凡關於茶業事宜
悉歸官轄如此辦理庶幾一致進行無參差之弊吾湘固有之利權可以逐漸挽回矣右之意見係
（茶業　假茶業公所徵集各埠茶商□議山該所所長記錄而取其重要者（未完）
 （第713號（4）493　1917年 8月22日）
二 茶戶之意見　茶戶既無團體故下列各條係（營業）訪問多數茶戶而摘取其能代表一般意見
者農會組織本極切要奈無人主持故不敢輕率從事徒有廢名而無補於實際種植肥培管埋誠
茶業上要務但工價太貴用費亦昂且無模範茶園不知如何為美又不得知失果能如意否殊難
以理想臆測摘葉園以早為貴但商人不肯因摘葉期早而出高價做多以遲摘為利製造粗率固
不良好習慣亦因奸商之價格時高時低故必減省時日以趁高價茶戶與茶商利害相關本宜共
促茶業進行奈商人自視太高視吾茶戶太低常懷相狎之心積漸至久愈不融洽故與商人共圖
進行勢所難致右之言係茶戶智識較高者之論調其餘一般茶戶憧憧往來不知改良整頓為何
事（營業）自受命以來恐負委任夙夜惕厲以期得茶商茶戶之真象故於茶戶則四夜周行查其
種植觀其製造探詢其善後之意見於茶商則各埠俱到察其行為審其製造徵集其善後之意見
更曆詢各地紳董以求
茶商　戶之隱微雖不敢自謂精詳然安化茶葉之利弊全在茲矣復因其弊審其勢撮其要而述茶
葉之整頓焉
子督辦　茶商茶戶既不相能故其整頓之法愚意亦以督辦為入手要點蓋督辦則農商兩面皆能
一致進行而無利此損彼之弊茲擬督辦法數條如左
一 督辦 宜受鈞署委任直承命令便無意外掣肘
二 督辦 須素有重望及茶葉智識者否則被紳董茶商輕視而難籌進行
三 督辦 宜長期仕事以資熟手惟撤銷與辭退不在此例
211917年安化茶業調査報告
四 督辦 宜常駐監督塲以便四時督率
五 督辦 對於茶務有彈壓之必要時有調遣在茶市軍警之權得宜酌量經費可招集十人以上之衛
兵茶商茶戶皆有聚眾肆哮等事數年前因兌錢小故常聚眾肆鬧雖實業司派委調解卒未生效
又如本年子莊之搶刦行戶之械鬪弊死多人故擬此條　（未完）
 （第714號 （4）501　1917年 8月23日）
六 督辦 可用十人以　之幫辦員以資補助並分駐產茶各地而茶葉開市時期得酌量增加
七 督辦 得派員調查外省外洋關於茶葉上事務
八 督辦 因改良茶葉關係得設試驗塲及製造廠
九 督辦 與知事關係茶業上事務有磋商而無干涉
十 督辦 有監督農會商會茶業公所及關於茶業上機關之權且得指示一切進行方法
十一 督辦 因茶業關係得監督各產茶縣分茶業上機關及事務
十二 設有農工銀行茶業銀行除各其營業內部及他項事務外凡關於茶業利弊亦須受督辦之指
揮
十三 督辦 有管轄茶商茶戶及取締停止處罰之權
十四 凡關於茶業有害時雖非上列各法人及茶商茶戶督辦亦得處分或呈請處分
十五 督辦 經費由茶商茶戶分擔或附加茶箱厘金
十六 督辦 每歲須報告進行事務其擴張事項須呈請鈞署取決
丑補助　查安化茶莊其資本約有五六萬元始敷應用否則他項用途過鉅而成本加重得難償失故
茶莊向多借貸錢商資本受錢商盤剝且償期過促往往因之不能不低價售出以償債務於國際
經濟上不刻殊甚然巨商大賈萬難一時齊集茶市故必須就茶商資本較厚者加以補助以匡救
不逮其借貸宜如左之條件
一 無定期借貸（因售期難定之故）但以次年新茶上市一月前止
二 對物信用商人多詐對人信用恐遭危險
三 借貸額數不可超過商人自有資本三分之一否則投機商乘之而進易遭茶業及信用上危險
四 借貸商茶運至漢口時須繳納茶箱當借貸額數以上交經理人保存（在借貸額一千元前繳納
茶之價值須值一千二百元）
五 借貸商之茶除保存物外仍歸商人自理
六 借貸商之茶雖未售出有力償還借貸額時其利息即從償還日止其茶亦同脫離銀行關係
七 保存物之售出須經理人經手不得私自售出售後經理得知除借貸額及利息以餘利歸之但商
人有願售與否之權經理不得強迫
八 償還借貸額數若又再借則一助手續從新不得與事相連（未完）
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 （第715號（4）511　1917年 8月24日）
九 利息依照市價或低由銀行臨時斟酌
十 借貸商之茶運在漢口時須報明銀行銀行知照漢口經理人且發給商人放行單
十一 借貸商之茶出關無銀行放行單酌量處罰其末借者免
十二 借貸期滿商人故意留連保存物歸銀行售賣但可查明實在情形酌與延長或仍以餘利歸之
十三 非紅茶商人不得借貸若黑茶之確實與洋商血運出者亦可
十四 無三年以上之茶業經驗不得借貸在初施行此法可通融
十五 借貸商人須茶商三家以上之連環保設有意外情弊惟擔保人是問
十六 他項殷實商人或富戶亦可作保但須負償還之責
十七 漢口之經理人須由銀行擇有茶業經驗者設維持會成立即託維持會經理
十八 茶商之茶不運往漢口者其倍貸條件仍與銀行面議十九無論何種銀行及錢商與茶商營業
時其條件須經茶務督辦斟酌規定不得私自營業有妨茶進行
二十 凡茶商之由銀行匯兌者其匯水宜格外從輕
寅取締　安化茶業以箱額計居兩湖全額十之四以金額計佔兩湖全額十之六故非僅有□於湘實
全國金融攸關然近年營業者日增而投機者愈烈不徒無利於茶業並且有害於國家故政府於
茶業經營不可視為普通營業仕其自由宜用嚴厲態度使國與茶商感受其益但直接取締似乎
非法而茶商之奸良亦一時難以鑑定茲擬設運茶票額為間接取締法分述如左
一 票額 二種大票每張一千箱小票每張五百箱票面載明發行年月
二 限期 大票十年小票五年
三 票價 大票每張三千元小票每張一千元每
四 每茶莊官領大票一張小票二張不得多領
五 領票茶商須有三年以上茶業經驗初次可通融
 （第716號 （4）521　1917年 8月25日）
六 茶商資本富厚欲多領運票時須先設分莊方可加領但不能設三個以上且分莊設備宜完全不
得以本莊兼理以致照顧不到領票及一切事宜與本莊同不得牽連
七 初施行此票時票價可於領時兌一半其餘一半分為兩期第二年第三年開市前各兌其餘之半
以示體恤二次以後領時兌足不得通融又兌一半時須具三人以上之連環保設有意外情弊擔
保者負繳納餘價之責
八 票價發行候尚有餘額新設茶莊可領但須有茶務經驗者主持一切
九 發行票額時須照輸出額減少二萬箱以便增減
十 於前項票外更發行特別票年限一年箱額一百箱票價五十元以備增減之敏捷而補大小票之
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不逮
十一 箱額增加之年茶商欲領取特別票時須先領有大小票之人
十二 前項票發出時所短少之箱以特別票補足照所領大小票數搭配票價即時兌足
十三 黑茶運票改發小票年限箱額同票價一千五百元以示提倡紅茶之意
十四 限滿仍更新票繳納票價舊票作廢
十五 停止其營業時則所領之票仍由原商繳還不得私□□受原金不退
十六 票期未滿自行輟業須繳所領之票亦不得藉口索取原金
十七 輟業停止所繳之票他商可領取使用年限仍照票面所載之年度計算票價照使用年扣算 
（未完） （第717號 （4）527　1917年 8月26日）
十八 茶箱運出數設超過所領票額照超過數加倍處罰
十九 設製造額超過運票額年領取特別票一張或與他商同領一張但每一茶莊不得超過特別票
額二張以上
二十 所領之票損失時須呈明原由可補給年限仍以償失票領取年計算設損失不報明報明無正
當理由者查出處罰
二十一 不領票而私自經營茶業將或物提充公有
二十二 票價所收入之金仍為安化茶業改良提倡上之用如試驗塲製造廠茶業品評會弊勵會及
各種茶業機關補助費是不可捓作別項用費
二十三 督辦對於票之發給官慎重不得有失當行為
二十四 運茶票須由鈞署印行由督辦酌量領取發給期滿繳銷督辦須負完全責任大票防商人時
設時閉小票備茶務上之大變動特別補票助大小票之不逮其餘條件大都為限制投機者進身
及競爭並製造粗率之意
卯維持　茶商勢力既薄故售出時受洋商舞弄並如已定價後價高則洋商照定價買入低落則洋商
借放推辭我國茶商之受此損失者甚多而茶商又無團結力故任外人魚肉似宜由鈞署聯合各
產茶省分或咨農商部設立茶業維持會於漢口凡華茶之售與外人者悉由維持會主持一切設
有如推託等情與之正式交涉而各埠之茶亦由維持會品評價格不致有奸商弄弊之病更可由
此圖輸出洋之計畫探外人之對於茶務情形以及需要嗜好並互知國內產茶額培植法製造法
等項對外則一致進行對內則互相討論勢力既充整頓亦易非徒湘省受益即全國茶務亦因而
振起矣
辰提倡　茶本為日用之消耗品與煙酒等同故其消耗場所當以外洋為適而黑茶消耗於本國紅茶
輸出於外洋宜於製茶之際以紅茶為重除外人所須之紅茶額滿外乃許製造黑茶又宜提倡綠
茶製造蓋前此我國茶輸入美洲者為數甚鉅自日人講求製造綠茶以後我國茶在美洲之利權
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遂為日奪而綠茶製造本極簡單稍加提倡即不難立見成效挽回利權直在權直在指顧問耳以
上之所陳述係審察安化茶業情形就現時世界大勢論之似無地項流弊雖（營業）智識淺陋不
可謂為詳盡人一得之愚足備探擇吾湘茶業幸甚 （第718號（4）537　1917年 8月27日）
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　　　資料Ⅱ　湖南各縣茶業調查報告
▲湘陰縣署茶業調查報告
山戶　七千餘家
茶莊　五十四家係鄉村小莊
五年出口茶色斤數　春茶五十三萬七千九百斤　花香五十一萬斤　
　　　　　　　　　茶梗一十二萬斤
銷售外國　以英俄為最多數德法美各國次之□茶梗則銷本國廣東省種茶製茶改良方法祹查湘陰茶
業從前不甚發達磚茶之戶大都聽其自生殖竊種茶地點最忌卑溼其方向宜背西北面東南故以士
高處產者為最佳其修剪之法交冬後須將年久老幹削去覆以新土週圍略如灰糞至次年發出枝葉
方覺茂盛製茶之法首由山戶摘取生茶羅踩出汁微汗晒搓揉成條向日晒乾出售茶莊先用炭火焙
灼復而過篩過車過揀製成茶米運漢銷售但山戶採茶□值天雨輒用火炕一經煙火薰熾色香味三
者俱減欲求改良方法對於補茶宜厚加培植不能吝惜工資對於製茶宜慎加揀採不能省費手續惟
湘陰山戶均非專營茶業不過鄉村農民略有茶園附帶及之且係平山土地並非高嶺石岩遠不若祁
門近亦不及安化近年以來迭飭商會暨本地團紳詳加勸導不過出產較前稍豐製法亦比前加慎欲
求新法發明恒覺其難理合說明
說明　查屬縣產茶僅附城東南北三十里以內地方每年豐歉不一除供本縣黑茶飲料外約產四道
春茶三十餘萬斤二三道約共產茶三十餘萬斤以本縣之紅茶僅足供三四莊之求如上年開設八莊
銷售至一百一十餘萬斤內有購由漢壽醴陵甯鄉安化等縣所至合併聲明　　　（未完）
 （第748號 （5）257　1917年 9月26日）
▲臨武縣署茶業調查報告
種茶戶數　查屬縣產茶不旺東南兩區居民間有以茶樹種於平原地方約計一百餘戶
面積　約二十餘畝　每年須用茶斤　約二萬八千七百餘斤
現擬推廣種植　查屬縣種茶每年出產約三千餘斤不數本地飲料多由廣東連縣及藍山各處運入坐視
利權外溢殊非提倡實業之道現已令行各區團團總督飭農民由□封採取茶秧擇其土性適宜處
所廣為培養以期收回利權
議提辦法　查職縣農會刻正組織尚未成立知事集紳商榷擬俟各區村鎮林業公會組織成立由各會會
員切實考查如有農民能植茶樹二百株以上製造精良者准
　　其具報縣署特別嘉獎以示鼓勸而促進行
▲ 汝城縣署茶業調查報告
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現狀　不敷本縣飲料
種茶戶數　九戶
面積　　　八百八十畝
須用若干　七千八百斤
推廣辦法 　汝邑山多田少田宜稻土宜雜糧未便推廣種茶之利現擬山坡肥沃之處由各鄉農會會員
責令試種以期逐漸推廣
提倡議案　現正督同農會妥議種茶辦法由各鄉會員負勸導之責購貯種子發給農民種植並嚴禁牲畜
不得任意放縱以免傷害
說明　查汝邑茶業不發達之原因
　一因本地人民性不嗜茶多用水酒米汁以解渴
二因交通不便輸出鮮獲利益坐是之故農民不喜種茶其宦遊□客商須用茶業每年由江西運入約
占三分之二邑境惟南鄉西山西鄉延壽各地方於深山密林之中頗多天然生產之茶歷年由農
民入山自由採取　製造零賣其專業種茶之戶調查實屬稀少此表面積欄內係合天然生產地
段約算合併陳明
▲ 新甯縣署茶業調查報告
種茶戶數　查縣署產茶不多南西北各鄉更屬寥寥上不足計惟會極鄉之八峒東鄉之盆溪二處種茶約
八十餘戶　　　（未完） （第749號 （5）267　1917年 9月27日）
面積　八峒約十畝有奇盆溪約二十畝有奇 每年需用茶斤數　全縣年需約二萬二千餘斤除八峒盆
溪二處產出約四千餘斤及各零戶略獲產數外其餘所需供飲之數均由縣外購買接濟
現擬推廣種植　查縣屬地方種茶一項厯不講求故產出甚少輸入甚多前次奉令推廣農林遵即分行各
鄉切實進行現經知事於接見各士紳□在農業林務人員之時廣為勸導開示種植之法墾荒郊辦土
性按時購苗栽植以期振興實業而闢利源
提議辦法　查縣署農會林業公會成立不久開始布置困難殊多現與各會長在在計畫力求進行轉令各
會員分鄉勸種幷查荒地勸以開墾許其各村峒自今以後如有新植茶株在三百以上者將來採取頗
豐報由團紳經農會或林業公會查實呈縣轉請給以相當之獎以示鼓勵
▲ 綏寧縣茶業調查報告
種茶戶數　二百三十六戶
面積　　　一百八十畝
總計產額　三萬五千六百斤
總計需額　四萬一千斤
說明　按綏邑僻處邊隅對於種茶事項向不注意純用土法栽植以故其茶業粗而且劣每年產額不敷本
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地飲料或有採摘藤茶者即野茶間亦仰給粵西之蟲茶以供不足者現由知事督同農會竭力推擴種植改
良種子以期將來發達合併聲明 （未完） （第750號 （5）277　1917年 9月28日）
▲宜章縣署茶業調查報告
種茶集製茶戶數　茶宜向無種
　茶及製茶業戶
面積　宜章產野茶之區在縣南興粵東接壤之禌肥嶺莽山南沖峒等處面積約十三四畝
每年須用茶斤　約四萬七千餘斤
推廣種植辦法　查宜邑產茶年僅千餘斤餘皆購自外埠漏巵甚鉅現已出示開導鄉民並令行農會團局
勸令各鄉團赴各處採購茶秧擇上性適宜之地廣為培養以期收回利權
提倡辦法　查宜章農會甫經成立
茶業提倡尚未興議及此擬俟各鎮鄉分農會成立由各會員切實考查如有農民能培植茶樹成畝以上者
具報縣署特予嘉獎以資觀感而促進行
▲湘縣署茶業調查報告
山戶　四萬二千二百佳
茶莊　一十一家
五年出口茶色斤數　紅茶　八十六萬七千斤　青茶　二十一萬斤　茶末　二十八萬斤　茶梗一十
六萬斤
銷售外國　以英國為多數美德法俄次之惟青茶及茶梗則銷本省及湖北廣東等處
種茶製茶改良方法　查湘鄉茶業尚未振興良由產茶之區類多聽其自生自長甚有樹老山荒以致味淡
葉減自應亟圖添種新茶幷就現有茶樹加肥修剪交冬期間施行撮合覆土諸法不可疎路至製茶之
法亟應慎加揀採揉踩時務留原汁其他烘篩車揀諸法不可省費手續此種改良方法近年以來詳加
勸導山戶頗知注意添種茶莊頗知留心揀採但未能一致改善現擬積極進行一面先送合格學主入
茶業講習所肄業一面籌定的欵即由農會自種自製切實改良以資提倡而挽利權理令陳明
備考　查縣署□分上中下三里產茶之區僅上中兩里每年豐歉不等除供本縣青茶飲料外約產頭道春
茶六十餘萬斤二三道約共產茶五十餘萬金但去年稍旺統計銷售一百五十一萬七千斤此外如安
化縣由上里婁底地方採去毛葉以製紅茶湘潭縣在中里潭下江現方採去生葉以製錄茶亦有本縣
人在寶□茶家嶺地方採購青茶為本縣飲料者頗形複雜雖以分別記載合併聲明　（未完）
 （第751號 （5）287　1917年 9月29日）
▲ 岳陽縣署茶業調查報告
山戶　北港一萬五千戶　楊林街五百餘戶　君山屬地方公產
茶莊　一百家　係鄉村小莊
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面積　北港五萬四千畝　楊林街一萬一千二百畝　君山二畝餘
五年出口茶色斤數　青茶一十七萬斤　紅茶四萬斤　綠茶一百餘斤
銷行最多之國　青茶銷行本國紅茶銷行本省之臨湘及湖北之通城輸轉外國　綠茶銷行內地各
省
種茶製及改良方法　北港種法春季或秋季臨時□土以種子播下概係撒播法並不施肥澆水覆壓等手
續春期播種者翌春分植各山地惟秋期則俟第三年春季分
植之均係條裁法每株株數一株其距離縱橫約三尺每年至六七月時除草中耕一次距離之隙地
以豆蜀等為副產移植二三年後即可採摘茅葉矣　
製法　當清明前後採取嫩葉加熱蒸之稍軟放置之令其速冷然後搓揉再加焙乾出□後茶商更乾燥而
精製之名
曰青茶　楊林街種法與北港同製法以生葉曝日光令其凋萎盛筐搓揉乃移入箱中加以強力而壓
之上覆以布至醱酵度仍曝乾知名
曰紅茶　君山□法與北港同　製法　當清明前後俟芽開展七八分探下攤置木板上尖兜分別各
盛一筐用小孔篩篩去塵灰再入釜中蒸之俟去生葉之剛脆性為度取出後置之速冷尖茶不須搓
揉惟兜茶搓之再行分別入於木炭焙之如初次未乾再以微火緩焙極乾而貯藏之名
曰綠茶　改良法　查岳陽茶業曇年凋敝聽天然之榮枯失農暇固有之利甚為可惜現價格較昔昂
貴業戶亦漸求進步稍加培植然衰耗之老樹每年豐歉不一若農會暨本地團紳切實提倡廣為種
植研究改良方法將現有之茶園促民行修剪之法至交冬樹液休眠時將老幹斫去週圍壅土薄施
灰糞至翌春發出枝葉必日臻茂盛也然老樹有限難望發達必擇乾燥適宜之高土東南之方向播
以種實繁植新苗至於製法宜慎加揀採乾燥至極精益求精雅君山則達於極精北港等處稍遜獨
所恨者茶樹少而產額微是宜擴充播實之法然渭峒等處即老樹亦不甚眾產額僅達數千斤而本
處亦不能組織茶莊徒間接鄰縣合資而不能直接輸運外國利權他溢是宜急從擴充面積增加樹
數精於製造則庶幾□望直接獲利矣（未完） （第752號 （5）297　1917年 9月30日）
▲ 郴縣署茶業調查報告
山戶　三千七百餘戶
面積　□株計面積約二尺一株可得乾茶二兩以三千四百零九萬五千二百三十八兩計算共得六千八
百一十九萬零四百七十六平方尺
茶莊　共二十三家
上年出口各色茶斤數　青茶三十七萬五千斤　組茶一百零四萬一千一百六十六斤　片茶七十
一萬四千二百八十五金
銷行地點　銷行英國為最多南洋一帶十銷二三本縣飲料不過三萬餘斤
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種製改良　　地產出之茶均係毛茶運至粵東再行製造現由農會發起興商會籌議擬設茶業公會以為
推廣改良方法
▲常甯縣署茶業調查報告
山戶　常邑產茶之區極形星散以西鄉之踏山為最愛五峒之小岐園次之南鄉之神仙峒西安山又次之
東鄉之西嶺更次之其餘平原之處假人力以栽植者不過十餘處
產數　全年產茶約計五萬斤
茶業種類　分為山茶園茶兩種山茶產於高山礦野每遇風雨飄搖之時飛落□子自由生長不假人力園
茶則產於平原由鄉間圃人栽種
全年收入　價格高低不等約計一萬三千串文除本地須用能植錢三千串文外其運任在他處銷者約獲
錢一萬串之譜
種製方法　山茶不須人力園茶則由鄉間圃人於春耕之時加以鋤治無論山茶園茶摘取之後須用鉄鍋
拌炒後細搓成捲對日晒乾再行分別優劣
摘取手續　摘茶手續貴乎及時倘摘取過遲則蕊葉太粗非徒品質不隹仰且氣味不厚清明摘取一次為
頭茶係上品穀兩摘取一次為二次
本縣須用　全年約一萬五千斤
銷售外路　其餘之三萬五千斤均由本邑商人運往長沙湘潭衡山等處銷售並無茶莊磚銷
附記　屬審茶葉如山茶則歸山主收益以為生活園茶則歸圃人摘取零碎售銷並未設立茶莊即間有外
來收買茶葉之商家亦係住在本地各客棧隨收隨連因出產無多之故至於官有荒山尚未開墾現正
飭令農林會設法栽種合併聲明 （未完） （第753號 （5）307　1917年10月 1日）
▲ 石門縣署茶業調查報告
山戶　二百零四戶
茶莊　七家
各色茶斤　紅茶二十萬斤　青茶一十萬斤　芽尾一十二萬斤花香八萬斤　
銷行地點　紅茶多銷俄國英國　青茶即銷本地
備考　查屬縣產茶之地以深溪河黃連河南坪河羅家坪大荊州小荊州楊家坪等處為最每歲約出紅茶
三十餘萬斤其他原料多出湖北鶴縣
說明　查屬縣出口稅向以各色茶斤為大宗近來各項茶業產銷俱不及從前因山戶對於種茶方法未能
廣行茶莊對於製茶方法亦少改良之所致今年歐戰期間各國售用華茶疲滯各茶商影響尤多現在
切實提倡辦法擬於種製兩法以新學理編成淺說併令遵照仿行以期推廣而收實效合併聲明
▲大庸縣屬茶業調查報告
戶數　八十三戶
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面積　二畝
每年須用茶斤　六百斤
說明　查大庸本不產茶鄉人以隙地種植除自用外以羨餘出售至多不過四五十斤本縣之茶不能供給
尚須外求　復查大庸土脈本宜種茶以卿民擁沃採取烘焙均未得法不求改良故獲利不厚亦無有
人議及推廣者知事現欲設法提倡擬俟匪風稍靜先將農會組織成立再行切實提倡不獨茶業一項
合併聲明　（未完） （第754號 （5）317　1917年10月 2日）
▲ 醴陵縣署茶業調查報告
山戶 約一萬戶
茶莊 十一家
各色茶斤　紅茶約四十萬斤 黑茶約七十萬斤　花香約一十六萬斤　茶梗約八萬斤
輸出地點　紅茶花香茶梗多銷售於英國諸國　黑茶多銷於湘潭及江西萍鄉吉安安福盧陵萬載永興
等縣
備考　查醴邑四鄉離城二十里地皆產茶尤以東西南北各邊境為最多合本縣飲料全數計算約二百四
五十萬斤之譜期作品以西一區所產為最
說明　查醴邑土獲出口厯以紅茶為大宗所獲入俟最鉅字光緒二十八九年起漸衰至民國初茶莊獲二
三家迄四年茶價大起成去年茶莊復多惟近年黑茶銷行亦旺又每逢春雨紅茶較難製做出口紅茶
仍稍少今年更少至於山戶種茶及茶莊製茶均仍舊法現正組織農會擬成立後採集新法促令轉諭
改良以期其策進行合併聲明（未完） （第755號 （5）327　1917年10月 3日）
▲ 永綏縣署茶業調查報告
戶數　三十餘家
面積　二十餘畝
每年銷用茶色斤數　綠茶二千餘斤　紅茶二千餘斤
種茶製茶及推廣種植　查屬縣茶業向布發達山戶種茶於山之四傍任其自生自殖幷無培植方法其製
茶之法每屈清明谷雨時由山戶摘取生茶置鍋炒熱取出用手搓揉出汗成條散於蔑焙上用微火
焙乾提出城市發售苗民習慣飲水嗜茶者少惟城市每年銷數約六千餘斤由茶洞及川屬秀山運
來者居多現在提倡種茶業經布告將原有之茶株查照陳兆壽條陳茶業辦法切實整頓幷令農會
籌設模範茶塲通飭各里團備極力勸導推廣種植合併聲明
說明　查屬縣茶峒固以產茶著名惟數量無多係由四川秀山縣屬洪菴汎出產者為夥因該汎距秀城較
遠隔茶洞甚近不過五里之路每年輸出茶洞轉售城縣其味最佳因名為茶洞細茶台並聲明
▲ 乾城縣署茶業調查報告
種茶戶數　三十一戶　乾城居崇山之中民苗雜處如四年度農商統計表內所填三百餘戶及紅茶八百
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餘石係指本地草類野茶苗人所用為一般適宜之飲料而言惟周姓每年取穫之茶粗細兩種約計千
餘斤之譜其餘各花戶或十數斤數斤不等何不足供人民飲料
面積　五十二畝　零星種植攙雜於山坡園圃之中頗難以畝數記算惟周種茶較多虽其裁種第畝 約
有此數　　（未完） （第760號 （5）377　1917年10月 8日）
歲須茶斤　一十一萬二千零七十五斤　縣屬人戶二萬二千四百一十五戶每戶以五斤計算每年須茶
一十一萬二千零七十五斤所產茶數實不敷用因苗人多食草類野茶年出八百餘石外每年尚須三
百二十石有奇又因人民習慣飲水故不須購自地縣
推廣種植　按區分種　縣屬分十五區批令各鄉區均照城區種植責成該區團保限期明春將種植地畝
具報以便轉呈賷查考
提倡辦法　　（分勸導實習獎勵保護四種辦法）勸導令講演員將茶與絲惟我國出口大宗及湘省安
化茶利與夫省農報所載種裁植焙製造各法赴鄉分別演說幷
抄錄發給　實習令各茶戶親住安化參觀種培法因保靖縣大同茶莊由安徽六安學得製造綠茶之法一
面令各茶戶就近往學一面選送學生赴省茶業講習所學習獎勵除呈報者由縣隨時指令嘉獎外照
仿植棉獎勵條例另定值茶獎勵單行法呈請核准以資鼓勵　保護除山各區定欵外如有偷竊破壞
准其拿獲送官究賠處罰
備考　乾城茶葉在不及供用縣分製茶均以通常土法鍋焙不紅不綠現經知事極力提倡人民漸知注意
至於農會現正組織不日可望成立俟成立後再責任該會注意此項茶業再並聲明　（未完）
 （第761號 （5）387　1917年10月 9日）
▲ 安化縣署茶業調查報告
茶名　紅茶　黑茶　引茶
山戶　紅茶八千戶　黑茶二千戶引茶三千戶
茶莊　紅茶乙卯年五十二號　丙辰年七十四號　丁已年七十七號　黑茶厯年五號　引茶厯年二十
號
出口額數　紅茶乙卯年三十五萬箱　丙辰年一十五萬箱　丁已年一十二萬箱　黑茶乙卯年四萬一
千捲　丙辰年三萬二千捲　丁已年二萬捲　
引茶每年約八百票每票四千八百斤
銷塲　安化祉有紅黑茶兩種而兩種之分在於製造之異其茶葉原質毫無區別產茶之戶約八千之屬有
二千戶兼作黑茶者紅茶出口以箱額計算每箱重五十斤黑茶以捲數計算每捲重六十四斤紅茶銷
之外洋黑茶銷之內地山西新疆甘肅各省合並聲明
▲ 武岡縣署茶業調查報告
種茶戶數　共計一千二百九十六戶
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面積　共計九千八百九
須用茶斤　共計一十五萬零一百零七斤
說明　查莊葉一項武岡農民多未講求通常種茶各戶載於園內俗名園茶其採取時枝葉並剪不知培養
製造之法擬由本會先行勸道廣為種植再辦茶葉講習所以求改良進步合並聲明
▲ 會同縣署茶業調查報告
茶名　園茶　藤茶
山戶　鄉間園圃自生業主保護自飲　藤茶山坡自生無茶戶
製法　園茶春夏摘葉揉搓烘乾
銷行　洪江
自飲茶斤　一十萬斤
備考　鄉民無園茶者採取藤茶自飲
▲ 東安縣署茶業調查報告
戶數　共計九百一十五戶
面積　共計一百零二畝
每年須用茶斤　共計二十五萬一千斤
土質　黃土　□土　沙土
產地　城南段　城東南滑石頭上　城西玉陞源　楊江源
霸頭　城西北桐子山　大夫段燕桂段　城北豹虎岩江田　上界頭　縣北　黃泥洞　牛頭塞　黃土
洞　半山冲　陶家嶺迤　大山
 （第763號 （5）407　1917年10月11日）
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資料Ⅲ【湖南茶業関係記事】
長沙『大公報』第537號（1）491　1917年 2月27日
　　　茶市貿易之停滯
春茶已屆上市之□湖省產茶各縣每年此際率有華洋商販□莊收運以產品豐美定設莊之多寡茲□德
國銷海美語絕交華商懼□損失停莊不辦□有之僅辦少數以供本國商銷者亦有之昨據長□橋頭茶市
來人告及該市現僅湖商十餘號□供一年門市銷貨至外商僅俄國泰豐茶磚廠一號收貨漢口商辦運外
銷各大莊客有未赴市□□發上市觀望不得者情形倍亟蕭條云
長沙『大公報』第679號（4）175　1917年 7月19日
　　　各縣產茶情形彙誌
省長注重茶葉曾經通令各縣調查出產額數列表具復茲將各縣呈復情形彙誌于後
（一）常甯　常甯縣層踏山小岐圓神仙洞西安山西嶺等處地方均有種茶多戶每年產額除供該縣飲
料外尚餘三萬五千餘斤運往長沙湘潭衡山等縣銷售省長已指令該縣飭種茶各戶將種茶製茶
各法切實改良提倡推廣表
（一）靖縣　請縣二涼亭地腳溪等處地方有茶戶數家年產茶數十斤以之供飲不過百分之一二該縣
茶業殊不發達省長指令該縣會商縣紳酌撥縣有公欵購辦茶種發給人民裁植矣
（一）晃縣　晃縣僻處邊隅風氣未開種茶製茶各節均未講求省長指令該縣會商縣紳酌撥縣有公欵
購辦茶種發給人民裁植並刊送種茶淺說俾資遵照
（一）麻陽　麻陽境內素不產茶本地人民全恃貴州茶輸入藉供飲料省長亦指令該縣會商縣紳酌撥
縣有公欵購辦茶種發給人民裁植
長沙『大公報』第690號 （4）275　1917年 7月30日
　　本年茶葉之悲觀
本年茶市價極低落較之疇昔尚不及十之四五茲據安化茶商云若輩本年折耗之鉅為歷年所未見往昔
售價在四十兩以上始有盈餘可言今則不過售得二十兩且購者絕少云云按華茶暢銷歐美極受歡迎顧
近來洋商絕少遂致貨物擁擠價格低落吾人果能乘此時機逕運赴歐則營業之發達殆不啻操左券也業
茶者盍少注意
長沙『大公報』第704號 （4）403　1917年 8月13日 
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　　　省長令安化知事整頓茶業
案據調查茶葉委員向榮業呈稱案奉鈞署實字第二四七四號委任令原文邀免全錄內開合改行委該員
仰即前赴安化茶山將種茶製茶各項及商務情形與應行整頓各事分別詳查擬具改良辦法復候核奪此
令等因奉此遵即於六月一號前赴安化茶山分別詳查迄本月九號事竣起程十二號抵省往還共計四十
二日除六月十五號曾由安化函呈茶業大概情形外理合將茶業各項詳細情形並擬具改良整頓辦法繕
具報告書呈候鈞署察核施行謹呈等情據此除指令呈及報告書均悉查閱調查安化茶業情形尚屬詳細
所舉整頓方法亦有可採據稱該縣茶商年有增加箱額數日年反減少誠為大弊亟應設法救濟前據安化
茶業公所呈請官督商辦設立茶務監督塲經令縣妥議復奪在案茲據請發行茶票是亦維持茶業之一法
查湘省黑茶會經前清陝甘總督奏行運票行之至今尚無流弊惟紅茶究竟能否仿行候令行安化縣知事
督同各　商一併妥議具復核奪其餘各種弊竇併候令縣隨時嚴行查禁等語印發外合行抄發報告書令
仰該知事即便遵照辦理具復察奪並將該縣茶業上應行改良事件隨時整理進行是為至要此令
長沙『大公報』第780號 （5）577　1917年10月28日
　　省長調查湘茶出口總數
省長昨訓令財政廳云案照本署前以茶業事項亟應振興整理曾設立茶業講習所派員分赴產茶各縣調
查營業況狀並以湘省上年紅綠黑查出口總數各若干各茶釐局卡呈呈復在案迄今日久當已查造完竣
令行令仰該廳即便呈送核閱云
